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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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関
係
人
口
で
都
市
と
農
山
村
の

　
　
　
　関
係
性
は
ど
う
変
わ
る
？

　令和２年７月２２日に岐阜県立森林文化アカデミーにオープンした森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラム
についてご紹介します！今回は、教育機関との連携プログラムの一つとして実施している県立東濃特別支援学校への、森の活動支援に
ついてです。

▲TONOプレーパークの看板
　生徒さんがつくりました

▲朝の読書　集中しています

▲大人気のロープ遊び

▲みんなの歌声が森に響く

集中して木を削ります

▲

プログラム紹介！！

　morinosは、「すべての人と森をつなぎ、森と暮らす楽しさと森林文化の豊かさを次世代に伝えていく」をコンセプトに、子どもから大
人までが森林に親しみ、森林とのつながりを体験できるよう活動をしていますが、morinosに来てもらうだけではなく、県内各地に森と
つながる場所をつくりたいと考えています。

　はじまりは令和元年度のことです。東濃特別支援学校の中学部の生徒が、森林体験としてアカデミーに来てくれました。生徒たちは森
を存分に楽しみ、自分たちの学校にもこんな場所がつくりたいね、という話をしてくれました。じゃあ、作っちゃおう！！と、東濃特別支援
学校の先生たちが学校に隣接する市有林の使用許可を取り、藪を切り開き、危険な木を切り倒し、看板をセットして、あっというまに森
遊びができる場所、名付けて「TONOプレーパーク」をつくってしまいました。

　しかもこの空間を使って、国語も数学も森の
中で行っていました。生徒さんたちも森の中では
イキイキとしているため、学習意欲も格段に高い
とのこと。朝の読書から始まり、木を切るときに
1/2、1/4という概念を確認。輪切りの木や落ち
葉で美術をやり、丸太を使って音楽もできちゃ
う。「雨の日以外はずっと森の中です。」とは、当
時の担任の先生。

　今年度からは、中学部の３年生がさらに森の遊び場の整備をして、小学部の後輩
たちが遊べる場所をつくる、という循環をつくっていきたいとのこと。そんな活動の
お手伝いが出来たら、と今年も新たな３年生の活動を応援しに行ってきました。
　楽しい遊び場をつくるためには、まず森を存分に楽しもう、ということで、TONO
プレーパークの中で、木登り、ロープ遊び、などなど森の中でのワクワクを広げてい
きます。

　毎回ながら、ロープは大人気！みんなロープの上をうまく乗りこなしていました。要
所要所に東濃特別支援学校の先生やmorinosスタッフが一緒に遊びながら付き添
います。森では開放的になって、いつも以上に元気に活動してくれているそうです。
　生徒によっては削り馬で、木を削るのが楽しくて、楽しくて、たまらない人もいま
す。削り馬で木の枝を固定し、銑（ドローナイフ）で削ります。

 森での活動の最後に、「最近は室内の活動ばかりなため、合唱が禁止されてるけ
ど、みんな歌が大好き」とお聞きしました。そこで今回学校から「屋外での合唱
OK」のお墨付きを受けて、ナバさんがウクレレを弾いて、東濃特別支援学校の校歌
を歌いました。私たちが歌詞を間違えると、みんなから厳しいチェックが入ります
が、それも楽しい時間となったのです。

　morinosでは、これからも教育機関と連携して森での活動を行っていきます。興味のある方はご連絡ください。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」
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都
市
居
住
者
は
、
農
山
村
の
美
し
い
自
然
景

観
や
新
鮮
な
食
材
を
喜
ぶ
し
、
田
舎
の
高
齢

者
た
ち
の
人
情
に
癒
や
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で

し
ょ
う
。
で
も
そ
う
し
た
人
情
も
自
然
の
恵
み

も
、
実
は
地
方
の
居
住
者
た
ち
が
自
然
と
対
峙

す
る
中
で
培
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
助
け

合
い
や
自
然
管
理
の
技
術
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

1
9
7
0
年
代
以
降
の
過
疎
集
落
の
運
営
状

況
を
整
理
し
た
小
田
切
徳
美
氏
に
よ
る「
過
疎

化
の
4
段
階
」：
人
口
の
空
洞
化
→
土
地
の
空

洞
化
→
集
落
の
空
洞
化
の
最
終
段
階
と
し
て
、

2
0
0
0
年
代
以
降
に
見
ら
れ
る
誇
り
の
空
洞

化
へ
と
進
む
と
、
過
疎
集
落
は
不
可
逆
的
な
消
滅

へ
の
道
を
た
ど
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
視
点

　

都
市
と
の
交
流
や
関
係
人
口
を
受
け
入
れ
る

前
提
と
し
て
、
過
疎
化
に
悩
む
地
方
の
人
達
の

誇
り（
住
み
続
け
る
意
味
）を
支
え
、
農
地
や
里

山
林
の
維
持
管
理
の
労
力
の
確
保
、
農
林
漁
業

を
支
え
る
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
不
可
欠
で

す
。
関
係
人
口
の
動
き
が
発
展
す
る
中
で
、
こ

う
し
た
地
方
の
現
実
を
理
解
し
危
機
感
を
共
有
す

る
人
口
が
増
え
、
個
人
的
な
関
係
性
の
中
で
支
援

の
関
係
づ
く
り
・
仕
組
み
づ
く
り
が
進
む
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
と
は

　

2
0
0
8
年
を
境
に
日
本
の
総
人
口
が
減
少

局
面
に
入
り
、
2
0
1
0
年
代
に
気
象
災
害

等
が
引
き
続
き
起
こ
る
中
で
、「
東
北
食
べ
る
通

信
」の
高
橋
博
之
氏
、「
ソ
ト
コ
ト
」編
集
長
の
指

出
一
正
氏
ら
民
間
の
有
識
者
か
ら「
関
係
人
口
」

と
い
う
言
葉
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
人
口

と
は「
自
分
で
お
気
に
入
り
の
地
域
に
週
末
ご

と
に
通
っ
た
り
、
頻
繁
に
通
わ
な
く
て
も
何
ら

か
の
形
で
そ
の
地
域
を
応
援
す
る
よ
う
な
人
た

ち
」と
解
釈
さ
れ
、「
観
光
人
口
以
上
、
定
住
人

口
以
下
」と
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
関
係
人
口
拡
大
の
背
景
に
は
、
①

若
者
層
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化（
人
生
複

線
化
）、
②
S
N
S
に
よ
る
情
報
入
手
や
関
わ

り
手
段
の
高
度
化
、
③「
関
わ
り
価
値
」が
発
生

し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
前
出
の
指
出
氏
は「
若

者
は
関
係
性
を
作
る
こ
と
に
カ
ネ
を
払
う
時

代
」と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
に
国
交
省
が
行
っ
た
関
係
人
口

の
量
的
把
握
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

れ
ば
、「
三
大
都
市
圏
の
18
歳
以
上
居
住
者
の
約

2
割
強（
1
0
8
0
万
人
）が
、
日
常
生
活
圏
・

通
勤
圏
等
以
外
の
特
定
の
地
域
を
訪
問
し
て
い

る
」と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

関
係
人
口
が
も
た
ら
す
効
果

　

総
務
省
で
は
2
0
1
9
年
度
か
ら
関
係
人
口

モ
デ
ル
事
業（
全
国
25
団
体
）を
開
始
し
ま
し
た

が
、
従
来
の
移
住
促
進
施
策
と
は
異
な
り
、「
関

係
案
内
所
」と
い
わ
れ
る
関
わ
る
機
会
の
提
供
・

空
間
が
あ
り
・
時
間
が
あ
る
拠
点
づ
く
り
を
重

視
し
た
中
間
支
援
機
能
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
緩
や
か
な
つ
な

が
り
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
受
け
入
れ
団
体
の
概
要
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊（
2
0
1
8
年
度
全
国
で

5
3
0
0
人
余
）の
活
動
内
容
を
み
る
と
、
ロ
ー

カ
ル
の
自
然
資
源
や
地
場
産
業
を
刷
新
し
地
域

課
題
の
解
決
に
も
貢
献
す
る
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル

ベ
ン
チ
ャ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
言
わ

れ
る
起
業
活
動
の
活
発
さ
が
目
を
引
き
ま
す
。

田
舎
の
慣
習
や
過
去
の
政
策
に
囚
わ
れ
ず
、
軽

や
か
な
発
想
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
用

い
て
、農
林
漁
業
、食
品
加
工
業
、も
の
づ
く
り
、

伝
統
産
業
の
継
承
、
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
な

ど
、
多
様
な
事
業
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
元
気
な
事
業
主
に
魅
力
を
感
じ

て
、
お
気
に
入
り
の
地
域
へ
都
会
か
ら
繰
り
返

し
訪
れ
る
フ
ァ
ン
と
し
て
の
関
係
人
口
は
、
お

客
さ
ん
の
位
置
に
止
ま
ら
ず
、
事
業
主
に
力
を

貸
し
て
古
民
家
リ
ノ
ベ
や
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

運
営
、
商
品
開
発
等
に
力
を
貸
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

関
係
人
口
が
従
来
の
移
住
施
策
と
決
定
的
に

異
な
る
の
は
、
総
人
口
が
減
少
す
る
中
で
居
住

人
口
の
奪
い
合
い
に
陥
る
移
住
施
策
と
一
線
を

画
し
て
、
都
市
と
農
山
村
を
往
復
す
る
一
人
の

人
材
を
幾
つ
も
の
地
域
で
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
が

可
能
な
考
え
方
に
組
み
替
え
た
こ
と
で
す
。

地
方
社
会
の
厳
し
い
現
状

　

と
こ
ろ
で
、
都
市
と
農
山
村
の
交
流
施
策
は

過
去
に
幾
度
も
試
み
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
長

期
的
に
は
人
口
の
都
市
圏
集
中
と
地
方
の
過
疎

化
の
傾
向
は
止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
2
0
0
0

年
代
に
は「
交
流
人
口
」と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に

使
わ
れ
、
80
年
代
に
は「
都
市
農
村
交
流
」な
ど

の
施
策
も
盛
ん
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
意
味
や
反
省
点
を
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
も

無
駄
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

都
市
と
農
山
村
の
自
治
体
間
が
交
流
す
る
場

合
、
人
口
規
模
が
大
き
く
異
な
る
と
小
さ
な
自
治

体
の
側
に
は「
も
て
な
し
疲
れ
」と
言
わ
れ
る
過

重
負
担
が
起
こ
り
や
す
く
、
行
政
予
算
を
原
資

と
す
る
交
流
事
業
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
が
民
間

事
業
や
民
間
主
体
の
実
行
委
員
会
に
移
行
で
き

な
い
と
尻
す
ぼ
み
に
終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

坂折棚田から笠置山を望む
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